







































0【3]旋回転移点(423K)以下の構造は図 1に示すように C軸に沿った CuZ+はへリカル配列を























































図3 水法で作成した試料の旋光性の温度依存性 図4右旋性､左旋性の判別 (p｡,0は右旋性)
























のX線 powderpaternはCsCuC13のpatern と位置､強度ともに良く一致していた｡図 1のC13
面を共有する歪んだ八面体の連鎖 (互いに平行でない八面体の面対の連鎖)は積み木細工の
重なりと理解できる｡八面体の等価な 3方向の主軸の 1つが Jahn-Teler歪みで伸びているこ



























｡例えば､2次元 Jahn-Teler系とみなせる RbZCuC14系と K2CuF4系である｡それぞれの仲間
には､Rb2CuCl4系では､Rb2CuC14(Tc_JT=496K､TN=13･7K)､Rb2CuC12Br2 (Tc.JT=498K､TN=
17.2K)､(NH4)2CtlCl. (Tc_JT=(533)K､TN=ll.2K)､K2CuF4系 では､K2CuF4(Tc_JT=943K*,Tc
=6.25K辛)Rb2CuF4 (Tc_IT=906K*,Tc=6.05K*)､Cs2CuF4(Tc一,T=838K*,Tc=4.2K*)がある0
3次元Jahn-Teler系と考えられる結晶はKCuF,(Tc_,T=943K*､TN=39.8K)である｡(*Ⅰ.Yamada:
私信)
これらの T｡_JTの起源について､回転モードが凍結する変位型なのか､軌道整列の秩序一無
秩序型なのかを確かめる実験は有意である｡先ずは､誘電的､圧電的物性を明らかにする必
要がある｡いずれのTc-JTもかなりの高温であるが､このような視点からの実験が待たれるo
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